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楽天が取り組む事業領域

ドローン
サービス

メディア 点検 農業測量建設 警備

ドローン管理

空域管理システム (UTM)

物流

サービス領域では物流に注力し、管理領域では空域管理システムUTM (Unmanned Traffic Management) 

を通じてドローン産業全体のサポートを担う.



「楽天ドローン」について

日本で初めてドローン物流サービスを一般に提供

完全自動飛行ドローンで注文商品を配送

直感的に操作できる専用のアプリケーションを開発
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完全自動飛行

 ワンプッシュのみでドローンは完全自動で荷物を配送し離陸場所まで帰還

①ドローンに物資を積載 ②離陸ボタンをワンプッシュ

離陸ボタンプッシュ後のプロセスは完全自動

自動離陸 目的地に自動飛行 自動着陸･物資切り離し 自動帰還
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新たな利便性
の提供

物流困難者
支援

緊急時
インフラ構築

「楽天ドローン」が取り組む3本の柱
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「楽天ドローン」のこれまでの取り組み

千葉県のゴルフ場で
日本初のドローン配送
サービスを一般に提供

愛媛県で離島間配送を
想定した実証実験

LTEネットワークを
使用し都市部で配送実験

千葉市国家戦略特区の
プロジェクトへ参画

2016 4月 10月 11月

福島県南相馬市で
ローソンと配送サービ
スを共同実施

2017 10月

広島県神石高原町で
実証実験

静岡県で個宅配送を
想定した実証実験

埼玉県秩父市で
ドローンハイウェイ構想
を活用した実証実験

201812月 3月 6月 10月

ドローンと屋内配送
ロボットを組み合わせた
配送実験

※主な取り組みのみ記載

民間企業として国内初の
目視外補助者無し飛行
を実施

2019 1月
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年 月、世界初の 活用によるドローン配送実証実施
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ネットワークを活用したドローン配送実証



サービス期間
2019年7月4日～約3ヶ月
※木、金、土の週3日を予定

配送ドローン
完全自動飛行
片道約1.5km（右図参照）
離陸から片道約5分でお届け

配送料金・商品
配送料：500円（税込）
商品：西友リヴィンよこすか店より提供
・BBQ用の食材や飲料、救急用品等
・約400種類

年 月、横須賀市猿島で配送サービス開始

日本初、猿島へバーベキュー食材などの商品をドローンで配送

配送ルート

着陸場所
猿島バーベキュー場

距離：約1.5km

離陸場所
西友リヴィンよこすか店



猿島サービスの動画
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楽天 irMapについて
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安全かつスムーズなドローン運航をサポートし
ドローン産業の拡大を目指す

RAKUTEN AIRMAP PRESS CONFERENCE March 15, 2017
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楽天AirMapが提供する価値

空域管理者 ドローン操縦者
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飛行不可

要飛行申請

飛行可能

ドローン操縦者や空域管理者、その地域でお住いの方々に対してドローンに関する空域情報をシステムとして情報を可視化し、安心・安全

な飛行環境を提供

空域情報をシステムとして見える化

アプリへ
反映

AirMapアプリ上への空域情報の可視化
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AirMapアプリでの飛行申請までのフロー

飛行可能エリアの検索 飛行エリアの条例やルールの確認 フライトプランの作成 天候や風速の照会
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空域管理者は、飛行申請を行った操縦者およびフライト情報を確認し、申請された経路を飛行するドローンの状況をリアルタイムに管理す

ることが可能に。これにより、より透明性と安全性の高い飛行環境が実現される

空域管理ダッシュボードでのドローン飛行管理

操縦者・フライト情報

運航するドローンをリアルタイムで表示
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Matternet, Swiss Post with Skyguide & AirMap UTM
Swiss medical and laboratory drone delivery 

海外における事例 | スイス

Swiss U-spaceと呼ばれるスイス国内全域での空域管理システムをFOCA (the Swiss Federal Office of Civil Aviation) が開発し、

ドローンの運航管理を実施
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次世代の上空利用のあり方
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上空利活用とドローンの電波利用管理の理想像

ドローン運航者・
企業

携帯キャリア A

国交省・総務省等

携帯キャリア B

携帯キャリア C

携帯キャリア D

簡素な申請手続き 許可・利用状況管理 ドローンの運航管理

許可申請 記録報告等

アプリでスムーズな申請 利用状況をリアルタイムに管
理、運航者へ通知・連絡

ドローンの利用状況を一元管理

共通インター
フェイス
・API連携
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上空利活用に関して改善・検討が必要な規制

電波の利用状況の把握・管理

 物流等の分野でのドローンポートの設置・運用を想定すると、一定の区域において機体が密集す
る可能性がある。電波の適正利用や混雑状況に関して、ドローン運航者・企業、携帯各社、総務
省等は把握・管理が必要となる

実用化試験局の免許交付プロセス

 国土交通省の飛行許可申請は約10日だが、実用化試験局申請は約2か月（一か所につき）かかる
ため、短縮化が求められる






